
問　

感
染
症
の
教
訓
は
「
自

粛
と
補
償
」
で
あ
っ
た
。
い

つ
収
束
す
る
の
か
わ
か
ら
な

い
状
況
で
、
市
の
経
済
を
立

て
直
し
市
民
が
希
望
を
持
て

る
対
応
を
示
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　

感
染
拡
大
の
第
２
波
、

第
３
波
も
懸
念
さ
れ
る
。
感

染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
国
県
の
対
策
を
注
視

し
、
消
費
の
喚
起
や
事
業
支

援
な
ど
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
補
償

を問　

感
染
症
に
よ
り
、
各
学

校
が
臨
時
休
業
し
た
。
学
習

の
遅
れ
や
子
ど
も
た
ち
の
ス

ト
レ
ス
な
ど
の
改
善
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答　

学
び
の
補
償
は
、
夏
季

休
業
を
短
縮
し
、
授
業
日
を

設
定
し
た
。
学
校
生
活
に
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
に
は
、
状
況
に
応
じ

て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
学
校
や
家
庭
等

に
派
遣
し
、
心
の
ケ
ア
を
行

う
。

そ
の
他
の
質
問

・
国
保
問
題
に
つ
い
て

問　

国
道
２
２
３
号
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
整
備
事
業
と

同
時
に
、
見
次
周
辺
か
ら
国

道
10
号
付
近
ま
で
の
雨
水
排

水
対
策
事
業
の
推
進
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

県
は
当
該
国
道
の
歩
道

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向
け

測
量
や
設
計
を
進
め
て
い

る
。
国
道
の
歩
道
整
備
と
併

せ
て
浸
水
被
害
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
県

と
協
議
す
る
。

霧
島
市
立
医
師
会
医
療
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
は
可
能
な
限

り
地
元
発
注
を

問　

医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
は
、
市
内
業
者
の
健
全
育

成
、
雇
用
拡
大
、
経
済
波
及

効
果
を
鑑
み
、
よ
り
多
く
の

市
内
業
者
が
受
注
機
会
に
恵

ま
れ
る
よ
う
に
配
慮
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

新
病
院
建
設
は
、
姶
良

地
区
医
師
会
や
医
師
会
医
療

セ
ン
タ
ー
と
の
間
で
、
基
本

設
計
に
関
す
る
検
討
を
重
ね

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
同
様
、

受
注
機
会
の
拡
大
に
努
め
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
た
な
清
掃
セ
ン
タ
ー
整

備
及
び
伊
佐
北
姶
良
環
境

管
理
組
合
か
ら
の
脱
退
に

つ
い
て

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
経
済
対
策
に

つ
い
て

問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
事
業
概
要
と
市
の
実
現

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し
て
ほ

し
い
。

答　

本
構
想
は
、
国
が
令
和

元
年
度
か
ら
ソ
サ
エ
テ
ィ

５
．０
と
い
う
新
た
な
時
代

を
担
う
人
材
育
成
に
ふ
さ
わ

し
い
学
習
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
災
害
等
に
よ
る
学
校

の
臨
時
休
業
時
で
も
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
に
よ
り
子
ど
も
た

ち
の
学
び
を
保
証
で
き
る
環

境
を
早
急
に
実
現
さ
せ
る
た

め
、
一
人
１
台
端
末
の
整
備

を
令
和
２
年
度
で
完
了
す
る

予
定
で
あ
り
、
端
末
は
県
の

共
同
調
達
で
、
８
月
に
選
定

予
定
と
し
て
い
る
。

問　

自
宅
で
の
端
末
を
活
用

し
た
学
習
の
可
能
性
と
、
長

期
休
業
の
場
合
の
学
習
方
法

の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

よ
る
と
、
感
染
拡
大
警
戒
地

域
以
外
は
、
全
学
校
が
一
律

に
臨
時
休
業
す
る
必
要
は
な

い
。
端
末
の
活
用
は
通
信
環

境
等
の
課
題
も
多
く
現
時
点

で
は
難
し
い
状
況
だ
。
健
康

や
学
習
状
況
の
確
認
は
従
来

ど
お
り
電
話
や
家
庭
訪
問
を

行
う
ほ
か
、
可
能
な
範
囲
で

ビ
デ
オ
通
信
ア
プ
リ
を
使
っ

た
取
組
も
進
め
た
い
。

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
15
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
問
う
！
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前
川
原 

正
人  

議
員

植
山
　
利
博  

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
第
２
波
に
備
え
る
べ
き

国
道
２
２
３
号
の
整
備
事
業

に
合
わ
せ
て
雨
水
排
水
対
策

事
業
の
推
進
を

平
原
　
志
保  

議
員

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
再
流
行

の
際
の
自
宅
学
習
の
可
能
性
は

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　

霧
島
田
口
に
予
定
し
て

い
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
に

つ
い
て
、
昨
年
の
質
問
に
お

い
て
市
は
反
対
で
あ
る
と
表

明
し
た
が
、
現
在
も
そ
の
立

場
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

答　

建
設
経
過
を
巡
っ
て

は
、
自
然
災
害
が
多
発
し
て

い
る
状
況
の
な
か
、
住
民
の

生
活
環
境
、
霧
島
山
の
自
然

環
境
、
霧
島
神
宮
な
ど
が
紡

ぐ
歴
史
文
化
等
が
形
成
す
る

景
観
な
ど
に
及
ぼ
す
影
響
は

甚
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

の
立
場
は
変
わ
る
こ
と
な
く

反
対
の
立
場
で
あ
る
。
ま

た
、
建
設
に
必
要
な
市
道
の

払
い
下
げ
な
ど
に
協
力
す
る

考
え
は
な
く
、
今
後
、
市
が

と
れ
る
対
策
を
と
っ
て
い

く
。

問　

全
国
市
長
会
を
通
じ
て

の
法
整
備
の
進
捗
は
ど
う

か
。

答　

出
力
４
万
kw
以
上
の
太

陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
。
開
発
行
為
の
許
可
基
準

の
運
用
細
則
が
定
め
ら
れ
、

県
は
林
地
開
発
許
可
に
係
る

審
査
基
準
の
見
直
し
を
行
い

よ
り
厳
し
く
な
っ
た
。
今

後
、
県
か
ら
求
め
ら
れ
る
意

見
に
対
し
て
は
、
市
の
考
え

を
的
確
に
示
し
て
い
く
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

な
ど
感
染
症
の
指
定
医
療
機

関
は
県
内
で
何
カ
所
か
。
ま

た
、
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー

の
感
染
症
病
室
は
何
室
か
。

答　

県
内
の
感
染
症
指
定
医

療
機
関
は
13
機
関
で
、
医
師

会
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

感
染
症
病
床
は
４
床
で
あ

る
。

問　

胃
や
大
腸
検
査
の
下
剤

服
用
を
内
視
鏡
控
室
で
行
っ

て
い
る
。
部
屋
は
狭
く
、
ト

イ
レ
の
数
も
少
な
い
が
、
改

善
策
は
な
い
か
。

答　

同
じ
時
間
に
下
剤
を
服

用
す
る
こ
と
か
ら
、
ト
イ
レ

の
使
用
が
重
な
り
足
り
な
い

場
合
は
、
近
く
の
ト
イ
レ
を

案
内
す
る
こ
と
で
対
応
し
て

い
る
。

避
難
所
の
感
染
症
対
策
は

問　

大
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
が
、
避
難
所
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
は
ど
う
か
。

答　

新
た
に
作
成
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
避
難
所
へ
入
る
際
に
は
、

手
指
の
消
毒
や
マ
ス
ク
の
着

用
を
徹
底
す
る
。
体
調
不
良

の
症
状
が
見
ら
れ
た
避
難
者

に
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
必

要
性
を
十
分
に
説
明
し
た
う

え
で
、
別
に
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
な
ど
必
要
な
措
置
を

講
じ
て
、
市
民
の
安
心
安
全

の
確
保
に
努
め
る
。

問　

安
全
で
快
適
な
道
路
環

境
の
提
供
、
地
域
情
報
発

信
、
広
域
交
流
の
増
大
を
図

る
た
め
、
道
の
駅
の
設
置
を

検
討
す
る
と
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え

か
。

答　

設
置
場
所
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
検
討
を
行
う

必
要
が
あ
り
、
先
進
事
例
に

関
す
る
情
報
収
集
な
ど
を
含

め
、
幅
広
く
調
査
・
研
究
す

る
。

問　

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と
あ

る
。
東
九
州
自
動
車
道
の
４

車
線
化
が
決
定
し
た
今
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
国
分
広
瀬
地

区
の
国
道
10
号
沿
線
に
道
の

駅
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
設
置

し
、
連
結
す
る
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
県

内
外
、
国
内
外
か
ら
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
３

資
源
を
呼
び
込
み
、
本

市
の
経
済
を
活
性
さ
せ

る
考
え
は
な
い
か
。

答　

県
や
国
、
高
速
道

路
事
業
者
等
の
機
関
と

協
議
、検
討
を
行
い
、調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

木
野
田
　
誠  

議
員

池
田
　
綱
雄  

議
員

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
は

反
対
で
あ
る

医
療
セ
ン
タ
ー
の
現
状
は

宮
田
　
竜
二  

議
員

新
た
な
都
市
計
画
で

ま
ち
の
活
性
化
を

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で
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